第200回 臨時生物科学セミナー
日時：　　5月10日（金）　16:40-18:10
演者：　　佐藤　長緒　助教
　　　　　（北海道大学　大学院理学研究院　生物科学部門）
演題:　植物のC/N栄養応答制御ネットワークの解析
植物は自らが生育する環境中の栄養条件を受容し，多様な代謝系を巧みに制御しながら生きている。特に，大気CO2から光合成により合成される糖（炭素源，C）と根から吸収される窒素栄養（N）は基幹代謝の根幹となる重要な因子であり，両者の量的バランス「C/N」は植物の代謝制御で重要な役割を担う。さらに，C/Nは発芽後成長や花成といった植物のライフサイクル転換を制御するシグナルになることも知られている。しかし，こうした生命現象を支えるC/N応答制御の分子実態は不明のままであった。
本セミナーでは，これまでに私達の研究グループで単離した新規C/N応答制御因子であるユビキチンリガーゼATL31および標的分子14-3-3タンパク質の機能解析に関する結果を中心に発表する。加えて，リン酸化プロテオームおよびメタボローム解析から分かってきた，C/Nシグナルの伝達から代謝変動に至る経路を構成する分子ネットワークについて紹介する。また，最近私達が取組んでいるCO2処理を用いたC/N応答解析から得られた，老化とC/Nの関連性についても紹介したい。
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